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英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
間
題

　
　
　
－
日
英
同
盟
成
立
へ
の
一
考
察
1
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勇
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問
題
の
所
在

胃
シ
ア
の
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
へ
の
圧
力

京
奉
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道
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の
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立
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鉄
道
協
定
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成
立

む
　
す
　
び

一
　
問
題
の
所
在

　
一
九
〇
二
年
一
月
三
〇
日
に
調
印
さ
れ
た
日
英
同
盟
が
、
極
東
に
進
出
す
る
・
シ
ア
を
対
象
に
し
た
日
英
提
携
政
策
で
あ
つ
た
こ
と
は
疑
い
を

い
れ
な
い
。
日
英
同
盟
の
目
的
は
、
そ
の
第
一
条
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
清
国
と
朝
鮮
半
島
に
あ
る
日
英
両
国
の
権
益
を
、
第
三

国
つ
ま
リ
ロ
シ
ア
の
干
渉
か
ら
守
る
こ
と
に
あ
つ
た
。
一
般
的
に
、
同
盟
案
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
同
盟
国
側
に
対
抗
す
る
共
通
敵
が
存
在
す
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る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
共
通
敵
の
存
在
は
、
同
盟
国
側
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
わ
け
で
、
同
盟
の
成
立
に
は
、

共
通
敵
に
ょ
つ
て
侵
害
さ
れ
る
権
益
（
本
稿
で
は
、
こ
の
権
益
を
交
差
権
益
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
）
の
存
在
も
無
視
で
き
な
い
。
交
差
権
益
が
侵
害

さ
れ
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
同
盟
関
係
成
立
へ
の
動
機
が
生
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
差
権
益
の
間
に
ど
れ
だ
け
の
共
有
性
が

同
盟
国
側
に
見
い
だ
せ
る
か
に
よ
つ
て
、
同
盟
関
係
の
強
さ
は
決
つ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
日
英
同
盟
に
お
い
て
も
、
ロ
シ

ァ
が
日
英
両
国
の
共
通
敵
と
認
識
さ
れ
る
た
め
に
は
、
認
識
す
る
に
足
り
る
交
差
権
益
が
、
日
英
側
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

あ
る
。
日
英
同
盟
第
一
条
で
述
べ
ら
れ
た
そ
の
目
的
は
、
こ
の
交
差
権
益
の
保
護
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
視
角
か
ら
日
英
同
盟
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
た
場
合
、
・
シ
ア
が
ど
の
よ
う
に
し
て
日
英
両
国
の
交
差
権
益
を
侵
害
し
て
い
つ
た
か

が
、
そ
の
根
底
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
基
本
的
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
日
英
両
国
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
交
差
権
益
が
、
い

つ
確
立
さ
れ
た
か
と
い
う
時
間
の
問
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
日
英
同
盟
締
結
の
構
想
が
最
初
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
一
八
九
八
年
三
月
の
こ
と
で
あ
り
、
・
シ
ア
が
清
国
に
対
し
て

遼
東
半
島
の
租
借
を
要
求
し
て
い
る
時
で
あ
つ
た
。
日
英
同
盟
の
基
本
的
性
格
が
対
露
共
同
防
衛
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
一
八
九
八
年
春
も
ま

た
日
英
同
盟
成
立
の
好
機
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
日
英
両
国
に
と
つ
て
ワ
シ
ア
は
す
で
に
脅
威
の
対
象
で
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
盟
関
係

が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
三
年
余
の
年
月
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
八
九
八
年
三
月
の
時
点
で
は
、

日
英
同
盟
成
立
の
た
め
の
条
件
が
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
後
の
三
年
余
の
間
に
、
こ
の
条
件
が
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

一
八
九
八
年
春
か
ら
目
英
間
で
同
盟
成
立
の
交
渉
が
始
ま
つ
た
一
九
〇
一
年
春
に
か
け
て
、
日
英
両
国
が
、
い
か
に
し
て
、
ロ
シ
ア
の
干
渉
を
排

除
し
て
交
差
権
益
を
確
立
し
、
ロ
シ
ア
の
侵
害
か
ら
こ
れ
を
守
ろ
う
と
し
た
か
が
、
日
英
同
盟
成
立
の
た
め
の
条
件
と
な
つ
て
ゆ
く
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
英
両
国
に
と
つ
て
・
シ
ア
の
脅
威
は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
・
東
清
鉄
道
を
利
用
し
た
極
東
進
出
に
あ
つ
た
。
・
シ
ア
が
そ
の
鉄
道



を
さ
ら
に
北
京
へ
ま
で
延
長
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
す
る
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
京
奉
鉄
道
と
、
ま
た
朝
鮮
半
島
へ
進
出
し
よ
う
と
考
え
る
時
、
日
本
の

朝
鮮
半
島
縦
断
鉄
道
計
画
（
京
釜
鉄
道
・
京
義
鉄
道
）
と
衝
突
す
る
。
京
奉
鉄
道
と
朝
鮮
半
島
縦
断
鉄
道
と
は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
・
東
清
鉄
道
と
対

峙
さ
せ
た
時
、
共
に
戸
シ
ア
か
ら
同
様
の
脅
威
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
京
奉
鉄
道
は
イ
ギ
リ
ス
の
、
ま
た
朝
鮮
半
島
縦
断
鉄

道
は
日
本
の
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ
シ
ア
に
対
す
る
交
差
権
益
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
鉄
道
は
、
飛
行
機
の
出
現
ま
で
は
、
内
陸
部
で
の
、
最

も
進
ん
だ
運
輸
交
通
手
段
で
あ
つ
た
。
鉄
道
権
益
の
獲
得
は
、
沿
岸
に
お
け
る
貿
易
ば
か
り
で
な
く
、
内
陸
部
と
の
交
易
を
進
め
、
ま
た
鉱
山
等

の
鉄
道
に
付
属
す
る
権
益
を
も
も
た
ら
し
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
多
く
の
利
益
を
還
元
し
て
き
た
。
鉄
道
の
広
が
り
は
、
し
た
が
つ
て
、
帝
国
主
義
国

家
の
海
外
で
の
勢
力
範
囲
を
規
定
す
ら
し
て
い
た
。
鉄
道
権
益
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
た
だ
単
に
経
済
権
益
の
競
合
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
帝
国

主
義
国
家
間
の
勢
力
範
囲
の
衝
突
を
も
意
味
し
、
国
際
関
係
の
縮
図
で
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
視
点
に
お
い
て
、
本
稿
で
は
、
一
八
九
七
年
か
ら
九
九
年
に
か
け
て
の
京
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
英
露
関
係
を
と
り
あ
げ
、
イ
ギ
リ

ス
が
い
か
に
し
て
ロ
シ
ア
の
干
渉
を
排
除
し
て
こ
の
交
差
権
益
を
獲
得
し
た
か
を
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
は
、
同

時
期
の
日
本
の
朝
鮮
半
島
縦
断
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
露
関
係
と
対
比
し
た
時
、
イ
ギ
リ
ス
側
に
お
い
て
、
目
英
同
盟
成
立
の
条
件
が
形
成
さ
れ
て
ゆ

く
過
程
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
京
奉
鉄
道
が
交
差
権
益
と
な
つ
て
い
つ
た
理
由
に
つ
い
て
、
京
奉
鉄
道
と
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
・
東
清
鉄
道
の
建
設
過
程
を
概
観
す
る
中
で
、
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
一
八
七
八
年
、
李
鴻
章
は
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
キ
ン
ダ
ー
を
招
き
、
塘
山
に
お
い
て
石
炭
輸
送
を
目
的
に
し
た
鉄
道
の
建
設
工
事
を
依
頼
し
た
。

こ
れ
が
京
奉
鉄
道
の
起
源
で
あ
る
。
一
八
八
○
年
代
末
ま
で
に
工
事
は
天
津
ま
で
進
む
が
、
清
国
自
身
の
資
本
力
だ
け
で
は
工
事
継
続
に
も
限
界

が
あ
り
、
八
七
年
に
香
港
上
海
銀
行
を
主
力
銀
行
に
指
命
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
技
術
と
資
本
に
よ
つ
て
京
奉
鉄
道
の
建
設
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
さ

ら
に
一
八
九
〇
年
、
・
シ
ア
の
満
州
進
出
を
警
戒
す
る
李
鴻
章
は
、
京
奉
鉄
道
を
山
海
関
か
ら
奉
天
・
吉
林
を
経
由
し
て
琿
春
に
ま
で
延
長
し
、
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ま
た
牛
荘
へ
支
線
を
建
設
す
る
構
想
を
た
て
、
キ
ン
ダ
ー
に
調
査
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
ょ
り
、
京
奉
鉄
道
に
は
、
石
炭
輸
送
と
い
つ
た
経
済
的
観

点
ば
か
り
で
な
く
、
対
露
戦
略
上
の
価
値
が
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
後
の
英
露
対
立
の
原
型
が
で
き
あ
が
つ
た
と
い
え
よ
う
。
翌
年
李

鴻
章
は
こ
の
計
画
実
現
の
た
め
に
清
国
鉄
路
総
公
司
を
設
立
し
、
香
港
上
海
銀
行
も
、
英
清
組
合
を
通
し
て
、
引
き
続
き
京
奉
鉄
道
建
設
の
た
め

の
資
金
を
援
助
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
一
八
九
三
年
に
は
天
津
－
山
海
関
区
間
が
完
成
し
、
日
清
戦
争
勃
発
時
に
は
山
海
関
か
ら
錦
城
に
向
け
て

工
事
中
で
あ
つ
た
。
下
関
講
和
条
約
成
立
後
、
李
鴻
章
は
北
京
－
天
津
区
間
の
建
設
に
転
じ
、
一
八
九
六
年
に
香
港
上
海
銀
行
に
対
し
て
借
款
の

申
し
込
み
を
行
つ
た
、
が
鉄
路
総
公
司
の
預
金
口
座
が
す
で
に
引
き
出
し
過
剰
に
な
つ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
香
港
上
海
銀
行
は
借
款
の
申
し

入
れ
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
。
し
た
が
つ
て
清
国
は
、
北
京
i
天
津
区
間
の
建
設
に
あ
た
つ
て
、
借
款
援
助
を
受
け
る
こ
と
な
く
工
事
を

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
に
よ
つ
て
中
断
さ
れ
た
ま
ま
の
山
海
関
i
錦
城
区
間
と
そ
の
延
長
線
に
つ
い
て
は
、
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

款
の
成
立
が
必
要
で
あ
り
、
一
八
九
八
年
四
月
、
清
国
は
香
港
上
海
銀
行
に
再
び
借
款
の
申
し
込
み
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
つ
た
。

　
一
方
、
一
八
九
一
年
、
李
鴻
章
が
京
奉
鉄
道
延
長
の
構
想
を
具
体
化
し
て
い
た
頃
、
・
シ
ア
で
も
ま
た
ウ
ィ
ッ
テ
蔵
相
が
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に

よ
る
極
東
進
出
の
計
画
を
立
案
し
て
い
た
。
同
鉄
道
の
利
点
は
ヨ
ー
・
ツ
パ
か
ら
極
東
へ
の
最
短
距
離
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
時
間
の
短
縮
に
あ
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つ
た
。
翌
年
に
は
工
事
が
開
始
さ
れ
、
こ
こ
に
、
満
州
に
向
つ
て
英
露
鉄
道
建
設
競
争
が
始
ま
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は
、
日
露
戦

争
勃
発
の
頃
に
は
、
満
州
国
境
沿
い
の
ア
ム
ー
ル
線
を
除
い
て
ほ
ぽ
全
線
が
開
通
す
る
が
、
ア
ム
ー
ル
線
の
建
設
に
は
技
術
的
困
難
が
伴
う
こ
と

が
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
ウ
ィ
ッ
テ
は
、
一
八
九
五
年
頃
す
で
に
ア
ム
ー
ル
線
を
回
避
し
て
、
満
州
を
直
接
横
断
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

に
い
た
る
新
ル
ー
ト
を
考
え
て
い
た
。
翌
年
、
李
鴻
章
が
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
戴
冠
式
参
列
の
た
め
モ
ス
ク
ワ
に
出
向
い
た
時
、
ウ
ィ
ッ
テ
は
満
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

横
断
鉄
道
の
横
想
を
示
し
て
李
鴻
章
の
承
認
を
求
め
た
。
六
月
三
目
、
秘
密
裏
に
露
清
同
盟
が
結
ば
れ
、
そ
の
第
四
条
に
し
た
が
つ
て
、
九
月
八

日
、
露
清
銀
行
と
清
国
の
間
に
東
清
鉄
道
敷
設
契
約
が
成
立
し
た
。
続
い
て
一
八
九
八
年
五
月
五
日
、
ロ
シ
ア
の
遼
東
半
島
租
借
に
付
随
し
た
関

東
州
租
借
条
約
追
加
協
定
が
成
立
し
、
ロ
シ
ア
は
恰
爾
賓
と
旅
順
と
を
結
ぶ
東
清
鉄
道
南
満
支
線
の
敷
設
権
を
獲
得
し
、
旅
順
を
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
・



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

東
清
鉄
道
の
終
着
点
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
英
露
鉄
道
競
争
に
お
け
る
鉄
道
建
設
上
の
技
術
的
問
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
鉄
道
の
軌
幅
の
問
題
で
あ
る
。
京

奉
鉄
道
は
、
キ
ン
ダ
ー
が
建
設
工
事
を
始
め
る
に
際
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
型
標
準
軌
（
四
フ
ィ
ー
ト
八
イ
ソ
チ
半
）
を
採
用
し
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

は
ロ
シ
ア
型
広
軌
（
五
フ
ィ
ー
ト
）
で
あ
つ
た
。
特
に
東
清
鉄
道
敷
設
契
約
第
三
条
で
は
、
東
清
鉄
道
に
つ
い
て
も
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
と
同
じ
広
軌

を
採
用
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
お
り
、
英
露
鉄
道
競
争
は
、
標
準
軌
と
広
軌
に
よ
る
鉄
道
勢
力
の
競
合
と
い
つ
た
性
格
を
も
持
つ
て
い
た
。
つ

ま
り
鉄
道
の
連
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
同
軌
の
場
合
に
は
問
題
は
な
い
が
、
異
軌
幅
の
場
合
は
車
軸
の
交
換
あ
る
い
は
乗
り
継
ぎ
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
東
清
鉄
道
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
一
部
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
し
た
が
つ
て
、
ロ

シ
ア
が
東
清
鉄
道
を
北
京
に
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
計
画
す
れ
ば
、
広
軌
に
よ
る
新
ル
ー
ト
す
な
わ
ち
京
奉
鉄
道
に
対
す
る
平
行
線
か
、
あ
る
い

は
京
奉
鉄
道
の
標
準
軌
を
広
軌
に
改
築
す
る
か
、
京
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
英
露
関
係
の
根
底
に
は
、
こ
う
し
た
技
術
的
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。
こ

の
こ
と
は
、
京
奉
鉄
道
が
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
交
差
権
益
で
あ
る
こ
と
を
、
一
層
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
本
稿
で
い
う
牛
荘
と
は
、
今
日
の
営
口
の
こ
と
で
あ
る
。
牛
荘
は
営
口
よ
り
遼
河
の
上
流
に
位
置
し
て
い
る
が
、
営
口
は
、
牛
荘
港
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
牛
荘
と
呼
ば
れ

　
　
　
て
い
た
。

　
（
2
）
悼
国
・
因
窪
“
肉
禽
ミ
趣
肉
蕊
ミ
㌣
焼
鍵
き
O
ミ
§
博
（
い
o
民
o
P
一
。
ミ
）
・

　
（
3
）
　
一
八
九
一
年
に
は
、
日
本
も
ま
た
京
釜
鉄
道
の
路
線
調
査
を
行
つ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
一
八
九
一
年
と
い
う
年
は
、
シ
ベ
リ
ア
・
京
奉
・
京
釜
三
鉄
道
の
計
画
が
始
ま
り
、

　
　
　
い
わ
ば
そ
れ
ぞ
れ
が
満
州
の
方
向
に
鉄
道
建
設
を
開
始
し
た
年
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
4
）
　
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
戴
冠
式
に
は
、
日
本
か
ら
山
県
有
朋
が
参
列
し
、
ロ
バ
ノ
フ
外
相
に
、
日
本
の
京
釜
鉄
道
建
設
を
ロ
シ
ア
が
認
め
る
よ
う
に
要
求
し
た
が
、
ロ
バ
ノ
フ
は
拒

　
　
　
否
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
が
東
清
鉄
道
の
敷
設
権
を
清
国
に
要
求
す
る
一
方
で
、
日
本
の
京
釜
鉄
道
建
設
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
（
5
）
ω
・
》
国
o
ヨ
き
o
～
肉
誤
恥
貯
黛
ミ
“
§
評
ミ
貴
（
寓
陣
o
ま
鴇
p
這
認
）
●

　
（
6
）
　
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
ス
ペ
イ
ン
を
除
い
て
、
標
準
軌
を
採
用
し
て
い
る
が
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ソ
ビ
エ
ト
は
別
の
軌
道
を
採
用
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
た
と
え
ば
、
第
一

　
　
　
次
大
戦
の
独
露
講
和
会
議
が
開
か
れ
た
プ
レ
ス
ト
リ
ト
ル
ス
ク
で
は
、
ク
レ
ー
ソ
に
よ
り
車
体
を
つ
る
し
上
げ
て
車
軸
の
交
換
を
行
つ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
、
ソ

　
　
　
ビ
エ
ト
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
と
を
結
ぶ
鉄
道
は
、
車
軸
の
交
換
を
行
い
つ
つ
走
つ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ペ
イ
ン
が
わ
ざ
わ
ざ
標
準
軌
で
は

　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
（
三
五
九
）



　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
（
三
六
〇
）

　
な
く
広
軌
を
採
用
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
現
在
の
西
仏
国
境
で
は
、
ジ
ャ
ッ
キ
に
よ
り
車
体
を
持
ち
上
げ
て
車
軸
の
交
換
を
行
つ
て
い
る
と
い
う
。

（
7
）
　
日
露
戦
争
中
、
日
本
軍
は
軌
道
を
変
更
し
つ
つ
満
州
を
北
上
し
、
寛
城
子
ま
で
進
み
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
講
和
会
議
で
寛
城
子
以
南
の
東
清
鉄
道
南
満
支
線
は
日
本
に
譲
渡
さ
れ
た
。

　
日
本
は
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
を
設
立
し
、
軌
幅
を
標
準
軌
に
改
築
し
て
運
行
に
あ
た
つ
た
。
寛
城
子
－
恰
爾
賓
、
満
州
里
－
恰
爾
賓
ー
ポ
ク
ラ
ニ
チ
ナ
ヤ
は
、
広
軌
の
ま
ま
運

　
行
さ
れ
て
い
た
が
、
『
九
三
五
年
三
月
…
二
日
、
・
シ
ア
か
ら
満
州
国
に
移
管
さ
れ
、
満
鉄
管
理
下
に
お
い
て
標
準
軌
に
改
造
さ
れ
た
。
現
在
は
中
東
鉄
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
満
州
と
シ
ベ
リ
ア
の
国
境
地
点
で
は
、
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
用
し
て
車
軸
の
交
換
を
行
つ
て
い
る
と
い
う
。

二
、
ロ
シ
ア
の
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
へ
の
圧
力

　
一
八
九
七
年
は
、
・
シ
ア
の
鉄
道
に
よ
る
極
東
進
出
の
過
程
で
は
、
前
年
九
月
の
東
清
鉄
道
敷
設
契
約
と
翌
年
五
月
の
東
清
鉄
道
南
満
支
線
敷

設
権
獲
得
と
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
年
で
あ
る
。
東
清
鉄
道
敷
設
契
約
に
よ
つ
て
、
・
シ
ア
が
満
州
を
東
西
に
横
断
す
る
東
清
鉄
道
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
つ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
李
鴻
章
の
京
奉
鉄
道
計
画
よ
り
さ
ら
に
北
で
あ
り
、
京
奉
鉄
道
と
は
ま
だ
ま
だ
距
離
が
あ
つ
た
。
そ
れ
よ
り
も

む
し
ろ
京
奉
鉄
道
に
と
つ
て
関
心
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
は
、
日
清
戦
争
で
中
断
さ
れ
た
ま
ま
に
な
つ
て
い
る
山
海
関
－
錦
城
区

間
に
つ
い
て
、
そ
の
完
成
の
た
め
に
外
国
資
本
の
導
入
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
時
期
に
、
ロ
シ
ア
は
キ
ン
ダ
ー
ヘ

の
圧
力
を
加
え
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
九
七
年
八
月
一
六
目
、
北
京
駐
在
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
ロ
シ
ア
が
、
京
奉
鉄
道
建
設
の
た
め
の
主
任
技
師
の
地
位
か
ら

キ
ン
ダ
ー
を
辞
職
さ
せ
る
よ
う
に
、
清
国
に
対
し
て
要
求
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
清
国
は
、
東
清
鉄
道
敷
設
契
約
の
例
に
な
ら
つ
て
、
キ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

1
の
代
り
に
β
シ
ア
人
技
師
の
採
用
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
き
た
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
京
奉
鉄
道
に
は
す
で
に
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
資

本
が
投
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
キ
ン
ダ
ー
が
永
年
京
奉
鉄
道
建
設
に
貢
献
し
て
き
た
実
績
を
強
調
し
、
ロ
シ
ア
の
圧
力
か
ら
キ
ン

ダ
ー
を
保
護
す
る
よ
う
に
求
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
翌
日
に
は
、
冒
シ
ア
の
圧
力
に
ょ
つ
て
キ
ン
ダ
ー
が
辞
任
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
京
奉
鉄
道
は
ロ
シ
ア
の
手
に
よ
つ
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
将
来
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
の
三
国
共
同
に
よ
り
、
漢
口
と
ウ
ラ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
と
が
鉄
道
で
結
ぽ
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
首
相
（
外
相
兼
任
）
の
注
意
を
喚
起
し
て
き
た
。
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー

と
し
て
も
、
海
外
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
活
動
保
護
と
い
う
立
場
か
ら
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
対
し
、
清
国
が
ロ
シ
ア
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
い
よ
う
に
、
清
国
に
申
し
入
れ
る
こ
と
を
命
じ
た
。
八
月
二
一
日
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
キ
ン
ダ
ー
の
地
位
保
全
を
清
国
に
求
め
、
ロ
シ
ア
の
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

力
に
ょ
つ
て
キ
ン
ダ
ー
が
辞
任
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
確
約
を
得
た
。
し
か
し
、
・
シ
ア
か
ら
清
国
へ
の
圧
力
は
九
月
・
一
〇
月
に
な
つ

て
も
続
き
、
一
〇
月
一
五
日
清
国
は
、
英
露
間
の
直
接
交
渉
に
ょ
つ
て
キ
ン
ダ
ー
間
題
を
解
決
す
る
よ
う
に
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
希
望
し
て
き

（
5
）

た
。　

・
シ
ア
の
清
国
に
対
す
る
キ
ン
ダ
ー
辞
任
の
要
求
は
、
前
年
六
月
三
日
に
成
立
し
た
露
清
同
盟
第
四
条
に
基
づ
い
て
い
た
。
し
か
し
当
時
こ
の

同
盟
は
秘
密
に
さ
れ
て
お
り
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と
し
て
も
、
清
国
へ
の
・
シ
ア
の
要
求
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
を
知
る
よ
し
も
な
か
つ
た
わ
け
で

あ
る
。
・
シ
ア
の
要
求
が
、
単
に
、
キ
ン
ダ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
つ
て
ロ
シ
ア
人
で
は
な
い
と
い
う
簡
単
な
理
由
だ
け
で
は
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

が
納
得
で
ぎ
な
か
つ
た
の
も
当
然
で
あ
つ
た
。
清
国
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
壱
シ
ア
と
の
直
接
交
渉
に
よ
つ
て
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
に
希
望
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
つ
た
の
は
、
当
事
者
と
し
て
露
清
同
盟
の
存
在
を
知
つ
て
い
た
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
・
シ
ア
と
の
板
ぽ
さ
み
に
な
つ
た
結
果
で
あ

つ
た
。
一
〇
月
一
八
日
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
清
国
の
希
望
に
し
た
が
つ
て
、
北
京
駐
在
・
シ
ア
公
使
パ
ブ
・
フ
と
会
談
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、

露
清
同
盟
の
存
在
を
隠
し
て
い
る
側
と
そ
の
存
在
を
知
ら
な
い
側
と
の
、
議
論
の
か
み
あ
わ
な
い
交
渉
で
あ
つ
た
。
パ
ブ
ロ
フ
は
、
・
シ
ア
の
要

求
が
、
キ
ン
ダ
ー
を
京
奉
鉄
道
建
設
の
主
任
技
師
の
地
位
か
ら
辞
任
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
京
奉
鉄
道
か
ら
他
の
鉄
道
建
設
へ
の
転
任
で
あ
る

と
説
明
し
た
が
、
露
清
同
盟
の
存
在
を
知
ら
な
い
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
と
つ
て
は
、
冒
シ
ア
の
要
求
の
根
拠
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
理
解
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
で
き
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
一
二
月
一
四
日
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、
セ
ン
ト
・
ペ
テ
・
ス
ベ
ル
グ
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
に
、
・
シ
ア
の
要
求
の
真
意
に
つ
い
て
さ
ぐ
る
よ

　
　
　
　
（
8
）

う
に
命
令
し
た
。
二
八
日
、
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
は
・
シ
ア
外
務
省
と
非
公
式
に
接
触
し
た
が
、
一
般
的
な
問
題
と
し
て
、
冒
シ
ア
政
府
が
、
京
奉

　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
（
三
六
一
）



　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
（
三
六
二
）

鉄
道
の
建
設
に
つ
い
て
、
清
国
が
ロ
シ
ア
か
ら
財
政
的
技
術
的
援
助
を
受
け
る
よ
う
に
希
望
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
た
も
の
の
、
建
設
に
従
事
し

て
い
る
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
を
辞
任
さ
せ
る
よ
う
に
命
令
し
た
こ
と
は
否
定
し
た
。
し
か
も
、
キ
ン
ダ
ー
と
い
う
名
前
す
ら
知
ら
な
い
と
述
べ
、
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

月
以
来
パ
ブ
ロ
フ
が
キ
ン
ダ
ー
の
辞
任
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
パ
ブ
・
フ
の
誤
解
で
あ
ろ
う
と
返
答
し
た
。
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
と

つ
て
、
　
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
か
ら
の
緊
迫
し
た
報
告
に
比
べ
る
と
、
こ
れ
は
意
外
な
結
果
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
　
ロ
シ
ァ
が
事
実
を
否
定
す
る
か
ぎ

り
、
イ
ギ
リ
ス
と
し
て
も
、
ロ
シ
ア
の
キ
ン
ダ
ー
ヘ
の
圧
迫
に
対
し
て
と
り
う
る
措
置
は
な
か
つ
た
。
一
八
九
八
年
に
な
り
、
一
月
六
目
、
ソ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

ル
ス
ベ
リ
ー
は
こ
の
報
告
を
了
承
し
、
キ
ン
ダ
ー
事
件
は
落
着
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
当
時
在
ロ
シ
ア
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
オ
コ
ナ
ー
は
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

在
で
あ
つ
た
が
、
一
月
中
旬
帰
任
し
、
ム
ラ
ピ
エ
フ
外
相
と
会
談
し
た
が
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
そ
の
真
意
を
さ
ぐ
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
つ
て
・
シ
ア
の
こ
の
奇
妙
な
要
求
が
、
単
に
、
・
シ
ア
の
出
先
外
交
官
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
民
間
人
へ
の
攻
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

で
あ
る
と
は
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
も
考
え
ら
れ
な
く
な
つ
て
い
た
。
・
シ
ア
の
イ
ギ
リ
ス
人
へ
の
圧
力
は
、
キ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
ば
か
り
で
な
く
、

韓
国
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
九
七
年
一
〇
月
六
日
、
ロ
シ
ア
は
、
韓
国
に
対
し
て
、
韓
国
財
政
顧
問
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

人
ブ
ラ
ウ
ン
の
解
任
を
要
求
し
、
二
六
日
、
韓
国
は
・
シ
ア
の
要
求
に
応
じ
て
ブ
ラ
ウ
ン
を
辞
職
さ
せ
た
。
そ
し
て
一
一
月
六
日
に
は
露
韓
条
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

が
成
立
し
、
韓
国
の
財
政
は
ロ
シ
ア
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
仁
川
に
艦
隊
を
派
遣
し
、
軍
事
的
手
段
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

よ
り
韓
国
に
ブ
ラ
ウ
ン
の
解
任
を
撤
回
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
ヘ
の
・
シ
ア
の
圧
力
は
、
ロ
シ
ア
の
韓
国
進
出
の
前
段
階
で
あ
つ
た
わ
け

で
あ
る
。
同
時
期
の
ロ
シ
ア
の
キ
ン
ダ
ー
ヘ
の
圧
力
が
、
京
奉
鉄
道
の
建
設
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
財
政
的
技
術
的
影
響
力
を
う
し
な
わ
さ
せ
よ
う
と

す
る
・
シ
ア
の
意
図
で
あ
る
こ
と
は
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
も
理
解
さ
れ
て
い
た
。

　
一
八
九
八
年
三
月
三
日
、
・
シ
ア
は
清
国
に
対
し
遼
東
半
島
の
租
借
を
要
求
し
た
が
、
キ
ン
ダ
ー
の
辞
任
に
つ
い
て
も
再
び
圧
力
を
加
え
始
め

（
1
8
）
た
。
三
月
一
七
日
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
キ
ン
ダ
ー
が
更
迭
さ
れ
ロ
シ
ア
人
技
師
に
代
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
威
信
に
か
か
わ
る
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

で
あ
る
と
し
、
キ
ン
ダ
ー
問
題
を
遼
東
半
島
租
借
問
題
の
交
渉
の
中
で
取
り
扱
う
よ
う
に
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
進
言
し
た
。
し
か
し
、
ソ
ー
ル
ス



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ベ
リ
ー
は
、
オ
コ
ナ
ー
に
対
し
、
キ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
・
シ
ア
の
干
渉
に
抗
議
す
る
よ
う
訓
令
し
た
が
、
キ
ン
ダ
ー
問
題
と
遼
東
半
島
租
借
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

と
は
別
個
に
交
渉
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
ち
が
い
は
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
が
、
キ
ン
ダ
ー
ヘ
の
・
シ
ア
の
圧
力
や
京
奉
鉄
道
に
対
す
る
イ
ギ

リ
ス
の
権
益
と
し
て
の
重
要
性
を
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ほ
ど
強
く
は
認
識
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、
揚
子
江

流
域
に
イ
ギ
リ
ス
の
在
清
権
益
の
重
点
を
お
い
て
い
た
た
め
に
、
満
州
権
益
を
め
ぐ
つ
て
ロ
シ
ア
と
対
立
す
る
こ
と
を
好
ま
し
く
思
つ
て
は
い
な

か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
京
奉
鉄
道
の
支
配
が
北
京
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
影
響
力
を

増
大
さ
せ
、
い
ず
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
揚
子
江
権
益
に
対
す
る
干
渉
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
の
こ
の
方
針
に
対
し
て
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
不
満
を
隠
さ
ず
、
キ
ン
ダ
ー
事
件
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
積
極
的
な
軍
事
行
動
を
展
開
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
と
、
類
似
し
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
三
月
一
八
日
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
パ
ブ
p
フ
と
会
談
し
、
キ
ン
ダ
ー
間
題
に
つ
い
て
交
渉
し
た
。
パ
ブ
・
フ
は
、
私
案
と
し
な
が
ら
も
、
官
シ

ァ
が
吉
林
経
由
で
旅
順
に
い
た
る
東
清
鉄
道
の
支
線
を
獲
得
で
き
れ
ば
、
清
国
に
対
し
て
キ
ン
ダ
ー
の
更
迭
を
要
求
す
る
こ
こ
と
は
し
な
い
と
述

べ
た
。
つ
ま
り
、
・
シ
ア
の
東
清
鉄
道
南
満
支
線
の
敷
設
権
獲
得
と
、
キ
ン
ダ
ー
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
に
ょ
る
京
奉
鉄
道
の
建
設
と
を
、
相
互
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

認
め
合
う
と
い
う
交
換
で
あ
つ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
京
奉
鉄
道
へ
の
財
政
的
技
術
的
援
助
を
進
め
て
き
て
は
い
た
が
、
そ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
の
権
益
と

し
て
確
立
す
る
に
ま
で
に
は
な
つ
て
い
な
か
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
キ
ン
ダ
ー
の
地
位
を
守
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
京
奉
鉄
道
に
対
す
る
既
得

権
を
示
す
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
理
由
に
ょ
り
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
パ
ブ
・
フ
の
提
案
を
了
承
し
た
。
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
は
、
ロ
シ
ア
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

の
無
用
な
衝
突
を
避
け
る
方
針
か
ら
す
れ
ぽ
、
こ
の
交
換
に
応
じ
る
こ
と
に
異
存
は
な
か
つ
た
。

　
一
八
九
八
年
三
月
二
七
日
、
・
シ
ア
は
清
国
と
関
東
州
租
借
条
約
を
成
立
さ
せ
、
さ
ら
に
五
月
五
日
に
は
関
東
州
租
借
条
約
追
加
協
定
を
結
び
、

そ
の
第
八
条
に
よ
つ
て
、
恰
爾
賓
か
ら
奉
天
（
パ
ブ
・
フ
が
述
べ
た
の
は
吉
林
で
あ
つ
た
が
、
）
を
経
て
旅
順
に
い
た
る
東
清
鉄
道
南
満
支
線
と
、
そ

れ
に
付
属
す
る
二
本
の
支
線
（
後
の
営
口
支
線
と
安
奉
鉄
道
に
な
る
。
）
の
敷
設
権
を
獲
得
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
冒
シ
ア
が
遼
東
半
島
を
租
借

　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
（
三
六
三
）



　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
三
六
四
）

し
て
ゆ
く
裏
面
に
お
い
て
、
キ
ン
ダ
ー
事
件
は
一
応
の
終
り
を
告
げ
た
。
キ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
圧
力
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
と
同
様
に
、

ロ
シ
ア
の
南
満
州
進
出
の
前
段
階
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
、
ロ
シ
ア
が
京
奉
鉄
道
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
援
助
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
最
初

の
試
み
で
あ
つ
た
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
京
奉
鉄
道
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
既
得
権
を
ロ
シ
ァ
に
認
め
さ
せ
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
の
東
清
鉄
道
南

満
支
線
敷
設
を
了
解
し
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
が
獲
得
し
た
東
清
鉄
道
南
満
支
線
は
、
奉
天
に
お
い
て
京
奉
鉄
道
の
本
線
と
交
差
し
、
そ
れ
に
付

属
す
る
二
本
の
支
線
は
、
牛
荘
に
お
い
て
京
奉
鉄
道
牛
荘
支
線
と
、
そ
し
て
安
東
に
お
い
て
は
、
鴨
緑
江
を
は
さ
ん
で
、
日
本
の
朝
鮮
半
島
縦
断

鉄
道
と
接
触
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
京
奉
鉄
道
に
対
す
る
・
シ
ア
の
脅
威
は
、
決
し
て
失
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
増
々
強
ま
る
こ
と
に
な
つ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
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三
、
京
奉
鉄
道
借
款
契
約
の
成
立

　
キ
ン
ダ
ー
事
件
に
一
応
の
結
着
が
つ
き
、
・
シ
ア
が
遼
東
半
島
を
租
借
し
た
直
後
、
一
八
九
八
年
四
月
、
清
国
は
、
工
事
が
中
断
さ
れ
た
ま
ま

に
な
つ
て
い
る
山
海
関
－
錦
城
区
間
の
完
成
と
、
そ
れ
を
さ
ら
に
新
民
屯
ま
で
延
長
し
、
ま
た
牛
荘
へ
の
支
線
を
建
設
す
る
た
め
に
、
香
港
上
海

銀
行
に
借
款
の
申
し
込
み
を
行
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
知
つ
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
香
港
上
海
銀
行
が
す
み
や
か
に
こ
の
借
款
に
応
じ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
も
し
応
じ
ら
れ
な
い
と
す
る
と
、
・
シ
ア
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
が
こ
の
借
款
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
北
京
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
こ
の
借
款
を
供
与
さ
せ
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
。
二
年
前
に
清
国
が
同
様
の
借
款
を
申
し

込
ん
だ
際
、
香
港
上
海
銀
行
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
つ
た
い
き
さ
つ
が
あ
り
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
今
回
も
香
港
上
海
銀
行
が
借
款
の
申
し
込
み
に

応
じ
な
い
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
キ
ン
ダ
ー
事
件
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
・
シ
ア
も
京
奉
鉄
道
建
設
に
野
心
を
持
つ
て
お

り
、
ま
た
遼
東
半
島
を
・
シ
ア
が
租
借
す
る
と
い
つ
た
情
況
の
変
化
も
あ
つ
た
た
め
に
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
京
奉
鉄
道
を
イ
ギ
リ
ス
の
権
益
と

し
て
確
立
す
る
た
め
に
も
、
香
港
上
海
銀
行
が
清
国
の
借
款
要
請
に
応
じ
る
必
要
を
認
め
て
い
た
。
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、
香
港
上
海
銀
行
が
す

　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
（
三
六
五
）



　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
（
三
六
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で
に
借
款
の
受
け
入
れ
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
を
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
伝
え
、
借
款
が
成
立
す
る
よ
う
に
指
示
を
与
え
た
。
香
港
上
海
銀
行
と
清
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

鉄
路
総
公
司
の
交
渉
は
六
月
初
旬
に
は
終
了
し
、
予
備
契
約
と
し
て
調
印
を
待
つ
と
こ
ろ
ま
で
に
な
つ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
・
シ
ア
か
ら
の
妨
害
が
入
つ
て
き
た
。
・
シ
ア
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
三
月
二
七
日
の
関
東
州
租
借
条
約
に
引
き
続
き
、
五

月
七
日
に
は
追
加
協
定
を
成
立
さ
せ
て
い
た
。
六
月
七
日
、
パ
ブ
・
フ
は
、
京
奉
鉄
道
借
款
予
備
契
約
が
追
加
協
定
第
三
条
に
違
反
し
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

あ
る
こ
と
を
、
清
国
に
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
追
加
協
定
第
三
条
と
い
う
の
は
、
清
国
は
、
東
清
鉄
道
付
近
の
鉄
道
建
設
に
つ
い
て
、
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

シ
ア
以
外
の
国
に
建
設
上
の
特
権
を
与
え
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
つ
た
。
京
奉
鉄
道
が
ロ
シ
ア
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
技
術
的
財
政
的
援
助
に
よ

つ
て
建
設
さ
れ
、
東
清
鉄
道
付
近
に
延
長
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
に
と
つ
て
、
清
国
の
追
加
協
定
第
三
条
違
反
で
あ
り
、
こ
れ
が
ロ
シ
ア

の
抗
議
の
根
拠
で
あ
つ
た
。
一
方
清
国
側
で
は
、
清
国
が
、
京
奉
鉄
道
建
設
に
あ
た
つ
て
、
・
シ
ア
以
外
の
国
か
ら
技
術
と
資
本
を
導
入
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
は
了
解
し
て
い
る
こ
と
と
反
論
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
借
款
予
備
契
約
の
調
印
を
求
め
て
き
た
。
六
月
一
五
日
、
ロ
シ
ア
の
抗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

議
の
中
で
、
予
備
契
約
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
ワ
シ
ア
の
抗
議
は
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
第
一
に
、
借
款
の
担
保
と
し
て
京
奉
鉄
道
の
既
設
区
間
だ
け
で
な
く
建
設
予
定

区
間
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
は
、
借
款
の
結
果
と
し
て
京
奉
鉄
道
の
管
理
が
イ
ギ
リ
ス
の
手
に
移
る
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
七
月
四

目
、
清
国
鉄
路
総
公
司
は
、
パ
ブ
冒
フ
の
抗
議
に
対
し
て
、
借
款
の
担
保
は
線
路
や
汽
車
等
の
京
奉
鉄
道
に
属
す
る
資
産
で
あ
つ
て
京
奉
鉄
道
そ

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
京
奉
鉄
道
の
管
理
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
く
清
国
に
よ
る
こ
と
が
英
清
間
で
合
意
さ
れ
て
い
る
と
回
答
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

パ
ブ
ロ
フ
は
納
得
し
な
か
つ
た
。
七
月
一
二
目
、
さ
ら
に
二
六
目
、
パ
ブ
・
フ
は
再
度
抗
議
を
行
い
、
第
一
に
、
京
奉
鉄
道
が
借
款
の
担
保
に
な

つ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
京
奉
鉄
道
所
有
の
資
産
も
清
国
側
に
残
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
、
京
奉
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

に
対
す
る
外
国
の
管
理
を
実
行
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
以
上
の
三
条
件
を
強
く
申
し
入
れ
た
。

　
・
シ
ア
の
抗
議
が
伝
え
ら
れ
た
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、
事
態
が
思
わ
し
く
な
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
、
・
シ
ア
が
反
対
す
る
か
ぎ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

り
は
、
借
款
契
約
が
成
立
し
て
も
、
京
奉
鉄
道
が
イ
ギ
リ
ス
の
権
益
と
し
て
確
立
さ
れ
る
可
能
性
が
少
な
い
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
し
か
も
、

七
月
二
二
日
、
香
港
上
海
銀
行
は
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
対
し
、
借
款
予
備
契
約
で
認
め
ら
れ
た
担
保
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
借
款
に
は
応
じ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翅
）

な
い
こ
と
、
し
た
が
つ
て
、
清
国
は
露
清
銀
行
の
資
金
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
こ
と
を
伝
え
て
き
た
。
ま
た
翌
日
に
は
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

か
ら
も
、
清
国
は
香
港
上
海
銀
行
と
の
借
款
契
約
を
望
ん
で
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
清
国
の
こ
の
方
針
を
強
く
支
持
す
る
こ
と
を
求
め
て
ぎ
た
。
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

月
二
四
日
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、
借
款
予
備
契
約
で
合
意
さ
れ
た
担
保
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
指
示
し
、
二
七
日
、
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
は
パ
ブ
・
フ
の
三
条
件
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
清
国
に
伝
え
た
が
、
八
月
一
日
、
清
国
は
パ
ブ
憐
フ
の
要
求
を
受
け
入
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

そ
れ
を
追
加
協
定
第
三
条
に
よ
る
京
奉
鉄
道
建
設
の
条
件
と
し
て
了
解
し
て
し
ま
つ
た
。
八
月
六
日
、
清
国
鉄
路
総
公
司
は
、
借
款
予
備
契
約
の

成
立
に
あ
た
つ
て
追
加
協
定
第
三
条
に
対
す
る
配
慮
を
怠
つ
て
い
た
こ
と
を
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
陳
謝
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
の
点
に
つ
い
て

清
国
に
抗
議
し
た
場
合
、
借
款
本
契
約
が
結
べ
な
く
な
る
危
険
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
清
国
鉄
路
総
公
司
と
し
て
は
、
な
お
、
香
港
上
海
銀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

と
借
款
本
契
約
を
結
ぶ
意
志
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
の
た
め
、
八
月
八
日
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
が
清
国
公
使
と
会
談
し
た
時
も
、
ソ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ス
ベ
リ
ー
は
清
国
が
ロ
シ
ア
の
抗
議
に
応
じ
な
い
よ
う
に
述
べ
た
だ
け
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
ロ
シ
ア
の
抗
議
が
清
国
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
ロ
シ
ア
に
直
接
行
動
を
起
せ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
つ
た
。
し
か
し
事
態

の
推
移
は
、
も
は
や
香
港
上
海
銀
行
と
清
国
鉄
路
総
公
司
と
の
借
款
契
約
を
め
ぐ
る
担
保
に
つ
い
て
の
技
術
的
問
題
で
は
な
く
、
満
州
権
益
に
つ

い
て
英
露
間
で
い
か
に
調
整
す
る
か
と
い
う
基
本
的
問
題
に
な
つ
て
き
て
い
た
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
京
奉
鉄
道
の
建
設
か
ら
イ
ギ
リ
ス
が
手
を

引
く
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
威
信
に
か
か
わ
る
こ
と
を
再
び
強
調
し
、
・
シ
ア
と
の
直
接
交
渉
に
よ
つ
て
間
題
の
解
決
を
は
か
る
よ
う
に
ソ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ス
ベ
リ
ー
に
進
言
し
た
。
と
い
う
の
は
、
借
款
予
備
契
約
第
九
条
に
よ
つ
て
、
調
印
の
目
か
ら
三
ヵ
月
以
内
に
、
香
港
上
海
銀
行
は
借
款
を
受
け

入
れ
る
か
ど
う
か
を
最
終
決
定
し
、
そ
の
後
に
本
契
約
が
調
印
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
期
限
は
九
月
一

四
日
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
ロ
シ
ア
の
抗
議
が
と
り
さ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
香
港
上
海
銀
行
は
借
款
本
契
約
の
調
印
に
つ
い
て
再
考
し
な
け
れ
ば

　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
三
六
七
）



　
　
　
英
露
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道
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定
と
京
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鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
（
三
六
八
）

な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
つ
た
。

　
八
月
一
二
日
夏
、
季
休
暇
中
の
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
代
つ
て
、
バ
ル
フ
ォ
ア
首
相
代
理
は
駐
英
・
シ
ア
代
理
大
使
レ
ッ
サ
ル
と
会
談
し
た
。
レ

ッ
サ
ル
は
、
ロ
シ
ア
の
抗
議
が
イ
ギ
リ
ス
の
京
奉
鉄
道
建
設
に
対
し
て
で
は
な
く
、
借
款
契
約
上
の
担
保
と
管
理
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
も
し
香
港
上
海
銀
行
が
、
京
奉
鉄
道
の
担
保
や
管
理
に
よ
ら
ず
、
た
と
え
ば
清
国
政
府
の
保
証
と
い
つ
た
他
の
み
か
え
り
に
よ
つ
て
借
款
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

供
与
す
る
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
の
京
奉
鉄
道
建
設
に
は
反
対
し
な
い
と
述
べ
た
。
香
港
上
海
銀
行
に
と
つ
て
、
清
国
政
府
の
保
証
と
い

つ
た
例
を
み
な
い
方
法
に
よ
つ
て
、
借
款
が
供
与
で
き
る
か
ど
う
か
は
大
ぎ
な
問
題
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
レ
ッ
サ
ル
の
提
案
は
問
題
解
決
へ
の

ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
つ
た
。
こ
の
日
の
会
談
で
、
レ
ッ
サ
ル
は
さ
ら
に
重
要
な
問
題
提
起
を
行
つ
て
い
る
。
そ
れ
は
清
国
で
の
鉄
道
権
益
を
め
ぐ

る
英
露
両
国
の
勢
力
範
囲
画
定
に
つ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
揚
子
江
流
域
の
鉄
道
権
益
と
ロ
シ
ア
の
満
州
で
の
鉄
道
権
益
と
を
、

双
方
が
確
認
し
干
渉
し
あ
わ
な
い
と
い
う
も
の
で
、
満
州
と
揚
子
江
流
域
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
範
囲
と
し
て
交
換
的
に
承
認
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
つ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
提
案
は
鉄
道
協
定
へ
と
発
展
す
る
。
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
は
、
英
露
間
の
清
国
権
益
調
整
の
た
め
の
口

火
と
な
り
、
最
終
的
に
は
英
露
鉄
道
協
定
の
付
属
合
意
事
項
と
な
つ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
八
月
一
七
日
、
バ
ル
フ
ォ
ア
は
、
天
津
条
約
に
よ
り
、
満
州
で
の
鉄
道
建
設
が
・
シ
ア
に
だ
け
付
与
さ
れ
た
特
権
で
は
な
い
こ
と
を
、
・
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

駐
在
の
新
任
ス
コ
ッ
ト
大
使
に
指
摘
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
は
、
翌
日
、
ム
ラ
ビ
エ
フ
と
会
談
し
た
が
、
ム
ラ
ビ
エ
フ
は
借
款
予
備
契
約
が
追
加
協
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23
）

第
三
条
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
だ
け
を
繰
り
返
し
た
。
続
い
て
一
九
目
、
バ
ル
フ
ォ
ア
は
ス
コ
ッ
ト
に
二
つ
の
提
案
を
伝
え
た
。
そ
の
第
一
は
、

京
奉
鉄
道
の
建
設
に
は
香
港
上
海
銀
行
の
借
款
を
あ
て
る
が
、
京
奉
鉄
道
の
管
理
は
清
国
に
よ
る
も
の
と
し
、
ま
た
清
国
以
外
の
国
が
こ
れ
を
担

保
に
す
る
こ
と
は
し
な
い
こ
と
、
第
二
は
、
英
露
鉄
道
協
定
の
成
立
で
あ
つ
た
。
つ
ま
り
英
露
鉄
道
協
定
の
成
立
と
引
き
換
え
に
、
京
奉
鉄
道
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

款
契
約
の
承
認
を
ロ
シ
ア
に
求
め
た
わ
け
で
あ
つ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
譲
歩
に
は
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
反
対
で
あ
つ
た
。
八
月
二

一
日
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
香
港
上
海
銀
行
が
京
奉
鉄
道
の
管
理
権
を
要
求
し
て
は
い
な
い
が
、
鉄
道
管
理
権
は
鉄
道
借
款
に
お
け
る
一
般
的
権



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

利
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
ロ
シ
ア
の
抗
議
を
無
視
し
て
も
、
借
款
本
契
約
の
調
印
に
踏
み
切
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
し
か
し
バ
ル
フ
ォ
ア
は
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
強
硬
路
線
に
は
同
意
せ
ず
、
む
し
ろ
担
保
や
管
理
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
の
要
求
に
し
た
が
つ
て
香
港
上
海
銀
行
に
譲
歩

さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
香
港
上
海
銀
行
と
し
て
も
、
借
款
本
契
約
が
不
成
立
に
終
つ
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
の
投
資
が
回
収
で
き
な
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

こ
と
を
恐
れ
、
清
国
政
府
の
保
証
に
よ
る
借
款
に
応
じ
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
方
ロ
シ
ア
か
ら
も
、
九
月
一
日
、
ロ
シ
ア
皇
帝
が
バ
ル
フ
ォ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
28
）

提
案
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
九
月
三
日
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
休
暇
よ
り
戻
り
、
英
露
間
の
合
意
を
了
承
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
英
露
間
に
合
意
が
成
立
し
て
も
、
露
清
銀
行
が
借
款
に
意
欲
を
持
つ
て
い
る
か
ぎ
り
、
借
款
本
契
約
の
成
立
が
妨
害

　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

さ
れ
る
と
伝
え
て
き
た
。
九
月
七
日
、
ス
コ
ッ
ト
は
ム
ラ
ビ
エ
フ
と
会
い
、
露
清
銀
行
が
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
か
ら
手
を
引
く
よ
う
に
要
求
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

一
〇
日
、
ム
ラ
ビ
エ
フ
は
、
こ
の
要
求
が
ウ
ィ
ッ
テ
に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
回
答
し
た
。
ま
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
も
露
清
銀
行
が
手
を
引
い

　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

た
こ
と
を
確
認
し
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
九
月
一
四
日
の
期
限
を
前
に
、
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
妨
害
は
終
了
し
た
。
し

か
し
、
借
款
本
契
約
成
立
の
た
め
に
、
香
港
上
海
銀
行
は
大
き
な
譲
歩
を
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
借
款
の
供
与
を
決
定
し
た
も
の
の
、
予
備
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

約
の
条
件
に
執
着
し
な
い
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
一
〇
月
一
〇
日
、
本
契
約
は
調
印
さ
れ
、
一
一
月
二
七
日
、
清
国
皇
帝
は
こ
れ
を
承
認
し
、
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

奉
鉄
道
借
款
契
約
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
借
款
契
約
の
成
立
に
よ
つ
て
、
京
奉
鉄
道
は
イ
ギ
リ
ス
の
権
益
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
京
奉
鉄
道
の
持
つ
利
点
は
、
第
一
に
、
・
シ
ア
の

鉄
道
に
よ
る
北
京
進
出
を
押
え
る
上
で
有
効
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
満
州
貿
易
の
中
心
で
あ
つ
た
牛
荘
と
北
京
と
が
、
鉄
道
に
よ
つ

て
連
絡
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
つ
た
。
冒
シ
ア
の
妨
害
は
、
イ
ギ
リ
ス
権
益
の
満
州
へ
の
拡
大
を
押
え
る
た
め
で
あ
り
、
キ
ン
ダ
ー
事
件
に
続

い
て
二
度
目
で
あ
つ
た
。
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九
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四
、
英
露
鉄
道
協
定
の
成
立

　
英
露
鉄
道
協
定
の
発
端
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
八
九
八
年
八
月
一
二
日
の
バ
ル
フ
ォ
ア
・
レ
ッ
サ
ル
会
談
に
あ
つ
た
。
八
月
一
五
日
、
パ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

フ
ォ
ア
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
の
ロ
シ
ア
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
ぺ
き
こ
と
を
、
閣
議
に
お
い
て
説
明
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
と
つ
て
、
p
シ
ア

と
の
交
換
的
合
意
に
よ
つ
て
、
揚
子
江
流
域
へ
の
ロ
シ
ア
の
進
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
た
と
え
京
奉
鉄
道
借
款
契
約
の
条
件
で
大
幅

な
譲
歩
を
求
め
ら
れ
よ
う
と
も
、
冒
シ
ア
の
提
案
は
検
討
に
値
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
は
、
ド
イ
ッ
と
の
間
に
も
同
様
の
方
式
に
よ
る
交
換
協
定
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
山
東
半
島
の
ド
イ
ツ

の
鉄
道
権
益
（
青
島
ー
済
南
間
、
天
津
－
済
南
間
）
と
、
揚
子
江
流
域
の
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
権
益
（
上
海
－
南
京
間
、
南
京
ー
雲
南
間
、
上
海
－
杭
州
ー
寧

波
間
等
）
に
つ
い
て
、
両
国
が
相
互
に
承
認
し
合
う
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。
九
月
二
日
、
天
津
⊥
南
京
間
を
英
独
共
同
借
款
鉄
道
と
し
て
、
英

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

独
鉄
道
協
定
は
成
立
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
英
露
鉄
道
協
定
が
成
立
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
揚
子
江
流
域
を
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
範
囲
と
す
る
こ

　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
（
三
七
一
）



　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
間
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
（
三
七
二
）

と
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
と
・
シ
ア
の
承
認
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
一
八
九
四
年
の
露
仏
同
盟
以
来
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
や
露
清
銀
行
へ
の
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

政
援
助
を
続
け
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
が
、
英
露
鉄
道
協
定
の
成
立
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
仏
え
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
も
、
協
定
の
成
立
は

イ
ギ
リ
ス
の
揚
子
江
権
益
に
つ
い
て
の
優
勢
を
承
認
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
つ
て
い
つ
た
。
し
か
し
、
英
露
交
渉
に
は
英
独
交
渉
に
は
な
か
つ
た

問
題
が
あ
つ
た
。
威
海
衛
の
海
軍
基
地
と
し
て
の
軍
事
的
機
能
を
除
け
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
山
東
半
島
に
経
済
的
権
益
を
持
つ
て
い
な
か
つ
た
の
に
対

し
、
英
露
交
渉
で
は
、
京
奉
鉄
道
借
款
契
約
ば
か
り
で
な
く
牛
荘
を
中
心
に
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
満
州
貿
易
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
つ
た
か
ら

で
あ
る
。
も
と
よ
り
揚
子
江
流
域
の
権
益
に
比
べ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
つ
て
、
満
州
権
益
は
決
し
て
価
値
の
高
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
し
か

し
た
と
え
そ
う
で
あ
つ
て
も
、
英
露
間
の
交
換
的
合
意
の
た
め
に
そ
れ
を
全
面
的
に
放
棄
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

安
を
表
明
し
た
牛
荘
イ
ギ
リ
ス
商
工
会
議
所
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
一
一
月
四
日
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、
英
露
鉄
道
協
定
が
成
立
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

牛
荘
で
の
満
州
貿
易
に
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　
英
露
鉄
道
協
定
の
主
旨
は
、
レ
ッ
サ
ル
の
提
案
を
．
ハ
ル
フ
ォ
ア
が
了
解
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
で
き
あ
が
つ
て
い
た
が
、
九
月
中
は
、
京
奉
鉄
道

借
款
間
題
と
平
行
し
て
、
セ
ン
ト
・
ペ
テ
・
ス
ベ
ル
グ
の
ス
コ
ッ
ト
と
ム
ラ
ビ
エ
フ
の
間
で
討
議
さ
れ
て
い
た
。
最
初
の
交
渉
課
題
は
、
協
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

範
囲
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
範
囲
と
な
る
揚
子
江
流
域
と
・
シ
ア
の
満
州
に
つ
い
て
、
地
理
的
に
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
で
あ
つ
た
。
し
か
し

こ
の
問
題
は
、
協
定
の
内
容
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
英
露
両
国
に
と
つ
て
の
関
心
は
、
こ
の
協
定
の
主
旨
と
の
関
連
で
、
京

奉
鉄
道
借
款
契
約
の
条
件
を
決
め
る
こ
と
の
方
に
む
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
〇
月
一
〇
日
、
香
港
上
海
銀
行
の
大
幅
譲
歩
に
よ
つ
て
借
款

契
約
が
成
立
し
、
六
月
以
来
の
ロ
シ
ア
の
抗
議
目
的
が
達
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ
以
後
、
ロ
シ
ア
の
英
露
鉄
道
協
定
成
立
へ
の
熱
意
は
失
な
わ
れ
て

ゆ
く
こ
と
に
な
つ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
と
つ
て
は
、
京
奉
鉄
道
借
款
契
約
に
お
い
て
譲
歩
す
る
代
り
に
、
ロ
シ
ア
の
揚
子
江
流
域
へ
の
進
出
を
阻
止

す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
つ
た
。
官
シ
ア
の
熱
意
が
失
な
わ
れ
て
も
、
協
定
成
立
の
た
め
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、
交
渉
の
継
続
を
指
令
し
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。



　
こ
の
よ
う
な
・
シ
ア
の
対
応
の
変
化
は
、
京
奉
鉄
道
借
款
契
約
の
成
立
以
外
に
も
、
ウ
ィ
ッ
テ
の
反
対
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ィ
ッ
テ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

協
定
の
成
立
に
反
対
で
あ
る
た
め
に
、
借
款
問
題
の
交
渉
が
進
展
し
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
九
月
中
に
も
・
ン
ド
ン
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
ウ
ィ

ッ
テ
の
背
後
に
は
露
清
銀
行
が
あ
り
、
ウ
ィ
ッ
テ
自
身
が
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
・
東
清
鉄
道
建
設
の
立
案
者
で
あ
つ
た
だ
け
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
京
奉
鉄

道
借
款
契
約
を
好
ま
し
く
思
つ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。
香
港
上
海
銀
行
が
大
幅
に
譲
歩
を
し
て
、
京
奉
鉄
道
が
清
国

所
有
の
清
国
管
理
の
鉄
道
と
は
な
つ
て
も
、
そ
れ
は
形
式
の
上
で
あ
つ
て
、
実
質
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
権
益
と
し
て
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ス
コ
ッ
ト
は
、
ム
ラ
ビ
エ
フ
ば
か
り
で
な
く
ウ
ィ
ッ
テ
と
も
会
談
し
、
全
般
的
な
英
露
友
好
関
係
の
維
持
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
協
定
案
文
は
ワ
シ
ア
側
か
ら
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
事
情
の
た
め
に
遅
れ
て
い
た
。
一
八
九
九
年
一
月
に
な
つ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

ウ
ィ
ッ
テ
の
病
気
を
理
由
に
、
協
定
案
文
が
送
ら
れ
て
く
る
様
子
は
な
か
つ
た
が
、
一
月
末
に
な
つ
て
、
ウ
ィ
ッ
テ
の
病
気
も
回
復
し
、
・
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

政
府
内
で
意
見
調
整
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
牛
荘
の
イ
ギ
リ
ス
租
界
の
拡
張
が
、
東
清
鉄
道
牛
荘
支
線
（
大
石
橋
－
牛
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

区
間
）
へ
の
妨
害
と
み
な
さ
れ
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
草
案
提
示
は
さ
ら
に
遅
れ
て
二
月
八
日
に
な
つ
た
。
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
こ
れ
に
満
足
し
、
閣

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

議
も
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
月
か
ら
、
香
港
上
海
銀
行
は
京
奉
鉄
道
へ
の
借
款
を
開
始
し
た
が
、
・
シ
ア
は
、
再
び
借
款
へ
の
抗
議
を
加
え
始
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

二
月
二
七
日
、
香
港
上
海
銀
行
よ
り
・
シ
ア
の
抗
議
が
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
報
告
さ
れ
る
と
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、
前
年
九
月
の
英
露
間
の
討

議
の
中
で
、
英
露
鉄
道
協
定
が
成
立
し
て
も
、
香
港
上
海
銀
行
の
借
款
に
よ
つ
て
京
奉
鉄
道
の
建
設
は
可
能
で
あ
つ
た
こ
と
を
、
ス
コ
ッ
ト
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ロ
シ
ア
側
に
確
認
さ
せ
た
。
翌
日
、
北
京
の
バ
ッ
ク
ス
ア
イ
・
ン
サ
イ
ド
代
理
公
使
よ
り
・
シ
ア
の
抗
議
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
つ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
ロ
シ
ア
の
抗
議
は
、
第
一
に
、
借
款
契
約
第
三
条
で
、
京
奉
鉄
道
の
運
賃
収
入
等
の
利
潤
が
借
款
の
第
一
の
代
価
に
な
つ
て
い
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

第
二
に
、
第
六
条
で
、
清
国
が
主
任
技
師
の
任
命
に
あ
た
つ
て
英
清
組
合
と
協
議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
つ
た
。
三
月
二
日
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ

　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
（
三
七
三
）



　
　
　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
（
三
七
四
）

1
は
、
京
奉
鉄
道
が
香
港
上
海
銀
行
の
借
款
に
よ
つ
て
建
設
さ
れ
て
も
、
清
国
の
管
理
に
よ
る
清
国
所
有
の
鉄
道
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
清
国
以

外
の
国
の
担
保
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が
英
露
間
で
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
第
三
条
に
よ
る
借
款
の
代
価
や
第
六
条
の
イ
ギ
リ
ス
人
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

師
に
よ
る
建
設
が
、
京
奉
鉄
道
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
管
理
を
意
味
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
バ
ッ
ク
ス
ア
イ
β
ン
サ
イ
ド
に
伝
え
た
。
英
露
鉄
道

協
定
の
成
立
も
間
近
い
段
階
で
の
・
シ
ア
の
新
し
い
抗
議
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
つ
て
全
く
意
外
で
あ
つ
た
。
三
月
八
日
、
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
命
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

に
よ
つ
て
、
ロ
シ
ア
は
香
港
上
海
銀
行
の
京
奉
鉄
道
借
款
を
妨
害
し
な
い
こ
と
が
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ロ
シ
ア
の
抗
議
が
引
き
続
き
起
る
こ
と
を
警
戒
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
こ
う
し
た
中
で
、
三
月
一
五
日
、
ロ
シ
ア
か
ら
協
定
の
最
終
案
が
提
示
さ
れ
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
こ
れ
に
よ
る
協
定
の
成
立
に
満
足
し
て
い

（
2
3
）
た
。
し
か
し
・
シ
ア
は
、
依
然
と
し
て
、
借
款
契
約
第
六
条
が
イ
ギ
リ
ス
の
管
理
を
示
す
と
の
見
解
を
捨
て
は
い
な
か
つ
た
。
香
港
上
海
銀
行

の
借
款
に
よ
つ
て
、
京
奉
鉄
道
の
建
設
に
は
従
来
通
り
英
清
組
合
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
主
任
技
師
に
は
、
引
き
続
き
キ
ン
ダ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

指
命
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
・
シ
ア
は
、
キ
ン
ダ
ー
に
よ
る
建
設
が
イ
ギ
リ
ス
の
管
理
を
意
味
す
る
と
指
摘
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、
キ
ン
ダ
ー
を
主
任
技
師
に
任
命
す
る
こ
と
が
京
奉
鉄
道
の
た
め
で
は
な
く
、
借
款
へ
の
保
証
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

て
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
一
八
九
八
年
一
月
の
清
国
鉄
路
総
公
司
の
人
事
移
動
に
よ
つ
て
、
キ
ン
ダ
ー
と
鉄
路
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

公
司
と
の
間
に
不
和
が
生
じ
、
香
港
上
海
銀
行
も
英
清
組
合
も
、
キ
ン
ダ
ー
が
主
任
技
師
と
し
て
建
設
を
保
証
し
な
い
か
ぎ
り
、
借
款
の
供
与
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
事
情
が
あ
つ
た
。
具
体
的
な
担
保
に
よ
る
借
款
の
保
証
が
な
く
、
清
国
の
信
義
を
信
頼
し
た
変
則
的
な
借
款
契
約
で
あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
三
月
二
九
目
、
ム
ラ
ビ
エ
フ
は
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
の
見
解
を
了
承
す
る
こ
と
を
回
答
し
て
き
た
が
、
同
時
に
新
し
い
質
問

　
　
　
　
（
2
8
）

を
よ
せ
て
き
た
。

　
京
奉
鉄
道
借
款
契
約
は
、
山
海
関
か
ら
新
民
屯
へ
の
本
線
と
、
そ
の
途
中
の
溝
黎
子
か
ら
牛
荘
へ
の
支
線
を
対
象
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
牛

荘
に
比
べ
て
新
民
屯
が
無
名
の
地
で
あ
つ
た
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
さ
え
、
京
奉
鉄
道
を
牛
荘
鉄
道
と
呼
び
、
こ
の
借
款
契
約
を
牛
荘
鉄



道
借
款
契
約
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
誤
解
は
・
シ
ァ
側
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
つ
た
。
ム
ラ
ビ
エ
フ
の
新
し
い
質
問
は
、
こ
う
し
た
誤
解
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

に
、
三
月
一
五
日
の
最
終
案
で
は
山
海
関
－
牛
荘
区
間
に
つ
い
て
の
み
触
れ
、
新
民
屯
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

れ
は
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
と
つ
て
も
軽
率
で
あ
つ
た
。
三
月
三
〇
目
、
ス
コ
ッ
ト
は
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
に
抗
議
の
電
報
を
送
つ
た
ほ
ど
で
あ
つ
た
。

同
時
に
、
ス
コ
ッ
ト
は
ロ
シ
ア
側
の
見
解
に
つ
い
て
触
れ
、
ロ
シ
ア
は
、
牛
荘
へ
の
鉄
道
に
つ
い
て
は
も
は
や
妨
害
の
意
志
は
持
つ
て
い
な
い
こ

と
、
し
か
し
新
民
屯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
所
が
奉
天
に
近
い
場
所
だ
け
に
、
ウ
ィ
ッ
テ
が
反
対
し
、
英
露
鉄
道
協
定
そ
の
も
の
が
不
成
立
に
な

る
危
険
を
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
京
奉
鉄
道
へ
の
借
款
は
す
で
に
始
ま
つ
て
お
り
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
と
し
て
も
こ
れ
以
上
譲
歩
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
つ
た
。
四
月
七
日
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
、
借
款
契
約
第
三
条
と
付
属
地
図
に
は
新
民
屯
と
い
う
地
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

摘
し
、
新
民
屯
へ
の
本
線
が
牛
荘
へ
の
支
線
と
同
様
に
借
款
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
借
款
契
約
第
三
条
の
規
定
に
し
た

が
つ
て
、
山
海
関
か
ら
満
州
へ
延
長
さ
れ
る
鉄
道
は
清
国
の
管
理
に
よ
る
清
国
所
有
の
鉄
道
で
あ
つ
て
、
ど
こ
の
国
か
ら
借
款
や
技
術
的
援
助
を

受
け
る
か
は
清
国
自
身
の
判
断
に
よ
る
こ
と
、
同
様
に
、
山
海
関
か
ら
満
州
の
ど
の
地
点
ま
で
鉄
道
を
延
長
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
清
国
自
身
の

計
画
に
よ
る
こ
と
を
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
は
主
張
し
た
わ
け
で
あ
る
。
四
月
一
二
日
、
ム
ラ
ビ
エ
フ
は
、
ロ
シ
ア
は
新
民
屯
へ
の
延
長
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

は
知
ら
な
か
つ
た
と
し
な
が
ら
も
、
英
露
協
調
関
係
維
持
の
た
め
に
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
の
主
張
に
同
意
し
た
。
四
月
二
八
日
、
ス
コ
ッ
ト
と
ム
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

ビ
エ
フ
が
交
換
公
文
に
調
印
し
て
英
露
鉄
道
協
定
は
成
立
し
た
。

　
英
露
鉄
道
協
定
の
骨
子
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
・
シ
ア
に
よ
る
満
州
で
の
鉄
道
建
設
を
承
認
し
、
・
シ
ア
が
交
換
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
揚
子
江
流
域
の

鉄
道
権
益
を
承
認
す
る
と
い
う
「
満
揚
交
換
論
」
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
主
眼
は
、
協
定
の
付
属
合
意
に
入
れ
ら
れ
た
京
奉
鉄
道
借
款
契
約
に
あ

つ
た
。
英
露
鉄
道
協
定
の
主
旨
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
が
山
海
関
か
ら
満
州
へ
伸
び
る
鉄
道
の
建
設
を
進
め
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
し
か
し
、

京
奉
鉄
道
を
清
国
の
管
理
に
よ
る
清
国
所
有
の
鉄
道
と
規
定
し
、
そ
こ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
色
を
消
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
京
奉
鉄
道
に
対

す
る
既
得
権
を
・
シ
ア
に
承
認
さ
せ
、
ロ
シ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
が
京
奉
鉄
道
以
外
に
満
州
で
鉄
道
権
益
を
獲
得
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
根
拠
を
得

　
　
　
英
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七
六
　
　
（
三
七
六
）

た
。
こ
の
協
定
に
よ
つ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
直
後
の
義
和
団
事
件
中
の
・
シ
ア
の
京
奉
鉄
道
占
領
に
対
し
て
、
ま
た
遂
に
、
・
シ
ァ
は
後
の
イ

ギ
リ
ス
の
錦
愛
鉄
道
計
画
に
反
対
す
る
こ
と
に
な
る
。
英
露
鉄
道
協
定
は
、
二
〇
世
紀
初
め
の
満
州
を
め
ぐ
る
英
露
関
係
の
基
礎
と
な
る
が
、
イ

ギ
リ
ス
は
、
大
幅
に
譲
歩
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
に
よ
つ
て
交
差
権
益
を
確
立
し
、
・
シ
ア
と
の
妥
協
に
よ
り
そ
れ
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
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露
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道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
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問
題

七
八
　
　
（
三
七
八
）

五
、
む
　
す
　
び

　
一
八
九
八
年
三
月
、
・
シ
ア
が
清
国
に
対
し
て
遼
東
半
島
の
租
借
を
要
求
し
て
い
る
頃
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
非
公
式
な
が
ら
、
日
本
に
対
し
て
同

盟
関
係
の
成
立
に
つ
い
て
打
診
し
て
い
た
。
三
月
一
七
日
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
植
民
相
の
意
向
を
受
け
た
加
藤
駐
英
公
使
は
、
伊
藤
首
相
に
日
英
提

携
の
急
務
を
と
い
た
が
、
日
露
提
携
派
の
伊
藤
は
賛
意
を
示
さ
ず
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
構
想
が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。

　
日
本
に
と
つ
て
、
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
半
島
進
出
が
脅
威
で
な
か
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
目
清
戦
争
中
に
日
本
は
韓
国
と
暫
定
合
同
条
款
を
結
び
、

京
釜
鉄
道
の
敷
設
権
を
獲
得
L
て
は
い
た
が
、
・
シ
ア
の
妨
害
に
よ
つ
て
借
款
契
約
を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
つ
て
い
な
か
つ
た
。
京
釜
鉄
道
は

日
本
の
朝
鮮
半
島
進
出
の
基
盤
で
あ
り
ま
た
ロ
シ
ア
と
の
交
差
権
益
で
あ
つ
た
た
め
に
、
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
半
島
進
出
を
押
え
る
上
で
、
京
釜
鉄
道

の
借
款
契
約
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
、
日
本
に
は
絶
対
に
必
要
で
あ
つ
た
。
一
八
九
六
年
に
は
、
小
村
ー
ウ
エ
ー
バ
ー
協
定
・
山
県
ー
ロ
バ
ノ
フ
協

定
と
、
二
度
に
わ
た
つ
て
ロ
シ
ア
の
妨
害
を
取
り
除
く
努
力
を
し
た
が
、
い
ず
れ
も
不
成
功
に
終
つ
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
一
八
九
七
年
秋

の
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
・
シ
ア
の
韓
国
へ
の
影
響
力
は
一
段
と
強
ま
り
、
京
釜
鉄
道
借
款
契
約
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
さ
ら
に

困
難
に
な
つ
て
い
つ
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
か
ら
の
提
案
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
京
釜
鉄
道
を
日
本
の
権
益
と
し
て
確

立
す
る
た
め
に
日
本
が
取
り
得
る
政
策
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
提
案
を
受
け
て
日
英
同
盟
を
成
立
さ
せ
、
官
シ
ア
に
対
抗
す
る
中
で
そ
れ
を
求
め

る
か
、
あ
る
い
は
、
β
シ
ア
と
の
提
携
を
進
め
て
日
露
関
係
を
改
善
す
る
中
で
求
め
る
か
の
選
択
で
あ
つ
た
。
伊
藤
は
後
者
を
選
び
、
ロ
シ
ア
の

遼
東
半
島
租
借
の
承
認
と
引
き
換
え
に
、
つ
ま
り
「
満
韓
交
換
論
」
に
よ
つ
て
、
朝
鮮
半
島
で
の
日
本
の
勢
力
回
復
を
求
め
た
わ
け
で
あ
る
。
一

八
九
八
年
四
月
、
西
1
β
ー
ゼ
ン
協
定
が
成
立
し
、
ロ
シ
ア
は
日
本
の
京
釜
鉄
道
借
款
契
約
成
立
を
妨
害
す
る
こ
と
か
ら
手
を
引
い
た
。
借
款
契

約
が
成
立
し
た
の
は
、
一
八
九
八
年
九
月
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
構
想
が
提
示
さ
れ
た
段
階
で
は
、
交
差
権
益
と

し
て
の
京
釜
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
暫
定
合
同
条
款
に
よ
る
い
わ
ぽ
潜
在
的
な
権
利
だ
け
で
あ
つ
て
、
日
本
の
借
款
鉄
道
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す



る
ま
で
に
は
い
た
つ
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
本
稿
に
お
い
て
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
側
に
お
い
て
も
京
奉
鉄
道
に
関
す
る
事
情
は
同
じ
で
あ
つ
た
。
一
八
九
七
年
の
・

シ
ア
の
キ
ン
ダ
ー
ヘ
の
圧
力
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
・
シ
ア
が
京
奉
鉄
道
へ
の
野
心
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
北
京
へ
の
進
出
を
試
み
る
時
、
日
英

同
盟
の
構
想
は
、
・
シ
ア
に
対
抗
す
る
ひ
と
つ
の
可
能
性
で
あ
つ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
八
九
〇
年
以
前
か
ら
、
京
奉
鉄
道
に
対
す
る
技
術
的
財

政
的
援
助
を
続
け
て
き
て
は
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
借
款
鉄
道
と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
は
、
京
釜
鉄
道
借
契
款
約
が
成
立
し
た
一
ヵ
月
後
の
一
八

九
八
年
一
〇
月
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
八
九
八
年
三
月
の
段
階
で
は
、
京
奉
鉄
道
は
、
日
本
の
京
釜
鉄
道
と
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス

に
潜
在
的
権
利
が
与
え
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
日
英
同
盟
と
い
う
構
想
を
持
ち
な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
側
で
そ
れ
が
積
極
的
に
展
開
さ

れ
て
こ
な
か
つ
た
の
は
、
南
ア
フ
リ
カ
問
題
を
第
一
に
考
え
る
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
が
、
極
東
に
お
い
て
・
シ
ア
と
の
新
し
い
対
立
関
係
が
生
れ
る

こ
と
を
好
ま
な
か
つ
た
た
め
と
い
つ
て
よ
い
。
そ
し
て
極
東
間
題
に
つ
い
て
も
、
歴
史
的
な
揚
子
江
流
域
の
権
益
維
持
を
優
先
し
、
ま
だ
脆
弱
な

京
奉
鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
満
州
権
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
ワ
シ
ア
と
衝
突
す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ

リ
ス
は
、
京
奉
鉄
道
借
款
契
約
の
成
立
に
お
い
て
ロ
シ
ア
の
要
求
に
し
た
が
つ
て
譲
歩
し
、
英
露
鉄
道
協
定
に
よ
る
ロ
シ
ア
と
の
政
治
的
妥
協
を

求
め
、
京
奉
鉄
道
を
イ
ギ
リ
ス
の
権
益
と
し
て
ロ
シ
ア
に
認
め
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ソ
ー
ル
ス
ベ
リ
ー
の
満
州
問
題
お
よ
び
日
英
同
盟

に
対
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
も
ま
た
イ
ギ
リ
ス
も
、
ロ
シ
ア
を
脅
威
の
対
象
と
認
識
し
て
は
い
た
も
の
の
、
一
八
九
八
年
か
ら
九
九
年
に
か
け
て
は
、

共
に
・
シ
ア
と
の
交
換
的
妥
協
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
差
権
益
を
確
立
す
る
道
を
選
ん
だ
。
し
た
が
つ
て
、
こ
う
し
た
日
英
両
国
の
選
択
は
、

一
八
九
八
年
三
月
に
日
英
同
盟
が
成
立
し
え
な
か
つ
た
理
由
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
一
九
〇
〇
年
に
な
り
、
・
シ
ァ
は
日
英
両
国
と
の
そ
れ
ぞ

れ
の
交
換
的
妥
協
に
反
し
て
、
た
と
え
ぽ
、
朝
鮮
半
島
南
岸
の
馬
山
浦
（
馬
山
浦
に
も
京
釜
鉄
道
の
一
支
線
が
日
本
の
手
に
よ
つ
て
建
設
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
た
。
馬
山
浦
－
三
浪
津
線
）
に
そ
の
海
軍
基
地
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
義
和
団
事
件
を
き
つ
か
け
に
し
て
京
奉
鉄
道
の
ほ
ぼ
全
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線
を
軍
事
的
管
理
下
に
い
れ
る
に
い
た
つ
た
。
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
年
に
か
け
て
の
・
シ
ア
の
行
動
は
、
日
英
両
国
と
の
妥
協
を
否
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
交
差
権
益
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
日
英
両
国
の
・
シ
ア
に
対
す
る
こ
う
し
た
い
わ
ば
共
通
の
体
験
が
、

目
英
同
盟
に
お
い
て
β
シ
ア
を
共
通
敵
と
認
識
す
る
要
因
に
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
九
八
年
三
月
に
お
い
て
成
立
し
え
な
か

つ
た
日
英
同
盟
が
、
一
九
〇
二
年
に
成
立
す
る
た
め
に
は
、
日
英
両
国
が
・
シ
ア
と
の
交
換
的
妥
協
に
基
づ
い
て
交
差
権
益
を
確
立
し
、
ロ
シ
ア

が
そ
の
交
換
論
に
反
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
交
差
権
益
を
侵
害
す
る
日
英
両
国
に
共
通
な
過
程
が
必
要
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
一
八
九
八
年
三
月

に
日
英
同
盟
が
成
立
す
る
た
め
に
欠
け
て
い
た
条
件
と
は
、
日
英
両
国
が
交
差
権
益
を
ま
だ
確
立
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後

に
交
差
権
益
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
れ
を
冒
シ
ア
か
ら
保
護
す
る
こ
と
が
日
英
同
盟
第
一
条
の
目
的
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
こ
と
は
、
日
英
同
盟
成
立
の
背
景
と
し
て
、
交
差
権
益
の
存
在
、
と
り
わ
け
鉄
道
問
題
に
よ
つ
て
生
み
出
さ
れ
た
条
件
が
大
き
く
作
用
し
て
い

る
と
い
つ
て
よ
い
。
鉄
道
問
題
は
、
日
英
同
盟
を
成
立
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
要
因
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
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の
助
手
と
し
て
、
本
年
九
月
、

セ
ソ
タ
ー
に
提
出
し
た
論
文
を
和
文
に
し
て
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。


